






要約:  小児の事故防止のための教育的介入手段として有効な方法を見出すことを目的と

し、インターネットを用い、小児・安全・教育について検索した。国あるいは州レベルで

の小児安全に関する教育情報サービス(米国)、病院に基盤を置いた安全センターによる教

育サービス(豪州)等についての情報が得られた。これらのサーピスにはインターネットを

活用したものも含まれていた。住民のニードに対応するために有用な方法の一つであると

思われたが、情報の質の評価については検討する必要があると思われた。


